






空き家等に係る媒介報酬規制の見直し

  報酬規制の現状と課題�   
宅建業法において、宅建業者が媒介・代理の依頼者に請求できる報酬額に上限を設定（法第46条に基づく大臣告示）

� 空き家等の流通促進が喫緊の課題となっている一方、
宅建業者が空き家等を取り扱うにはビジネス上の課題があることから、報酬の上限について見直し

  各取引別報酬の上限の見直し内容�   

取引に係る報酬額 �
�依頼者の一方から受けることのできる報
酬額は、物件価格に応じて一定の料率を
乗じて得た金額を合計した金額以内
�【低廉な空家等の媒介の特例】低廉な空
家等、具体的には物件価格が800万円以
下の宅地建物については、当該媒介に要
する費用を勘案して、原則による上限を
超えた報酬として30万円の1.1倍を上限
に受領できる。

【改�正ポイント】
▶�売買・交換特例に係る「低廉な空家等」とは：価格800万円以下の宅地・建物について、使用の状

態は不問
▶特例の適用範囲：改正前「売主のみ」⇒改正後「依頼者」（媒介契約を締結した売主並びに買主）

取引に係る報酬額 �
�依頼者の双方から受けることのできる報
酬の額の合計額は、１ヶ月分の借賃に
1.1を乗じた金額以内 ※居住用建物の場
合、依頼者の一方から、１ヶ月分の借賃に
0.55を乗じた金額以内（媒介の依頼を受け
るに当たって依頼者の承諾を得ている場合
を除く）

⬇

売買

賃貸借

宅地建物取引業者が宅地又は建物の売買等に関して
受けることができる報酬の額及び宅地建物取引業法
の解釈・運用の考え方の一部改正について

〜不動産業による空き家対策推進プログラム〜

ためにな
る

最新情
報

　すでにご案内しております通り、令和６年７月１日より国土交通省で策定する「不動産業による空き家
対策推進プログラム」の一環として、空き家や空き地、マンションの空き室（以下「空き家等」という。）
の流通のビジネス化を支援するため、昭和45年建設省告示第 1552号の一部を改正する告示（令和６年
国土交通省告示第 949号）が施行され、宅地建物取引業者が宅地又は建物の売買等に関して受けること
ができる報酬の額が改正されました。
　今回の改正は宅建業者にとどまらず、空き家に関わる多くの方に影響のある改正となりますので、改め
て内容についてご紹介させていただきます。

【長期の空家等の媒介の特例】長期の空家等（現に長期間使用されておら
ず、又は将来にわたり使用の見込みがない宅地建物）については、当該
媒介に要する費用を勘案して、貸主である依頼者から、原則による上限
を超えて報酬として１ヶ月分の2.2倍を上限に受領できる。
▶賃貸借特例に係る「長期の空家等」の考え方
　「現に長期間にわたって居住・事業等の用途に供されていない」
　　�・�少なくとも１年を超えるような期間にわたり居住者が不在となっている戸建の空き家や分

譲マンションの空き室
　又は「将来にわたり居住・事業等の用途に供される見込みがない」
　　�・�相続等により利用されなくなった直後の戸建の空き家や分譲マンションの空き室であって、

今後も所有者等による利用が見込まれないもの
　　・�入居者の募集を行っている賃貸集合住宅の空き室については、事業の用途に供されている

と解されることから、長期の空き家等には該当しない。

  報酬を受ける際の留意点�   
▶�依頼者への説明・合意：媒介・代理契約の締結に際し、あらかじめ、特例で定める上限の範囲内で、報酬

額について依頼者に説明し、合意する必要があることに、特に留意する
▶�特例による報酬算定の考え方：特例で定める上限の範囲内で、媒介に要する費用を勘案して受領すること
ができる。ただし、「当該媒介に要する費用」※ に相当する金額を上回る報酬も可能とする。

※「当該媒介に要する費用」とは…
人件費等を含むものであり、「費用を勘案して」とは、報酬額の算出に当たって、取引の態様や難易度等に応
じて当該媒介業務に要すると見込まれる費用の水準や多寡を考慮することを求めるものであって、当該費用
に相当する金額を上回る報酬を受けることを禁ずる趣旨のものではない。
（「宅地建物取引業法の解釈・運用の考え方」第46条第１項関係１告示の運用について（昭和45年建設省告示第1552号関係）③より）

媒介以外の空き家関連業務

総　論
（34条の２関係）

宅建業者や宅建士には、ノウハウを活かして、空き家等の所有者等のニーズに対応し、
媒介業務にとどまらない役割の発揮が期待される

関連業務の例
（34条の２関係）

①所有者等に対する助言、総合調整等の業務
�◎利活用に向けた課題整理　　　　◎相続の相談、手続支援
◎境界確定や権利者間協議の支援　◎専門職種の紹介　◎活用方針の提案、収支推計　
◎賃貸時の空室対策　　◎リフォーム提案　　◎税金に係る情報提供 等

②所有者等から受託して行う空き家等の管理業務
◎除草・通風・通水・清掃　　◎定期的な点検　　　　　　◎修繕等の提案
◎家財の片付け　　　　　　　◎郵便物の保管・転送 等

報酬の受領
（34条の２関係）

媒介契約との区分を明確にし、媒介契約とは別に、書面等により締結した契約に基づい
て報酬を受ける場合、宅建業法における報酬規制の対象とならない（媒介報酬とは別に
報酬を受領できる）

専任性の考え方
第31条の３
第１項関係

宅建業を営む事務所で、上記①②の関連業務を行う場合に、専任の宅建士は、当該関連
業務に従事できる( )

｢不動産業による空き家対策推進プログラムについて｣ より国土交通省
出典

https://www.mlit.go.jp/tochi_fudousan_kensetsugyo/const/tochi_fudousan_kensetsugyo_const_tk3_000001_00066.html

原則

原則

特例

特例

Point

Point

原則

報酬の上限額（税込）

物件価格

料率：5.5％ 料率：4.4％ 料率：3.3％

200 400 800万円

30万円×1.1
18万円×1.1
10万円×1.1

特例

報酬の上限額（税込）

1ヶ月分の借賃×1.1

借主 貸主

合計して１ヶ月分の
1.1倍以内

合計して１ヶ月分の
2.2倍以内

借主 貸主

特例
原則

上
乗
せ
可
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表紙写真募集 商品券 円分 進呈！進呈！10,000
採用された方に採用された方に

会　員 動　きの R6.4月～R6.7月末

大工原不動産

代表者
大工原 遼太

026-285-0477TEL

長野市青木島町青木島乙
274番地4如月荘101

長
野
支
部

㈲松村建築

代表者
柗村　大介

0269-67-0750TEL

下高井郡野沢温泉村
大字豊郷4721番地

長
野
支
部

Hankyu Real Estate

代表者
村松　浩介

026-219-3946TEL

上水内郡信濃町大字柏原
2711-3-1

長
野
支
部

㈱りんどう

代表者　静野　拓馬

026-214-7102TEL

長野市大字鶴賀七瀬
333番地15

長
野
支
部

㈱羽生田建築

代表者
羽生田 正臣

026-214-7759TEL

須坂市大字仁礼仁礼町
63番地11

長
野
支
部

マンション管理総合支援サービス㈱

代表者
湯本　謙弥

026-217-4503TEL

長野市南千歳2丁目17番2
ベルメッソさんぽ館205号

長
野
支
部

YUSAY㈱

代表者
曾　余

050-5473-8723TEL

北佐久郡軽井沢町大字長倉
5314-4

佐
久
支
部

㈱morry corporation

代表者
森　聡

0267-42-1378TEL

北佐久郡軽井沢町
大字軽井沢1130番地15

佐
久
支
部

㈱髙野不動産

代表者
髙野　慎吾

0267-27-0592TEL

小諸市相生町1丁目2番7号

佐
久
支
部

（同）信州八ヶ岳TOWN

代表者　永杉　誠

0266-77-3191TEL

茅野市北山2977番地1

諏
訪
支
部

㈱エブリン開発

代表者
田口　愛理

0266-55-2829TEL

諏訪郡富士見町富士見
4654番地6

諏
訪
支
部

㈱YMR

代表者
山本　祐正

0263-88-8470TEL

松本市井川城1丁目6番36号
コーポ・クワンクウ1F

中
信
支
部

Misorano Management（同）

代表者
マルコム・
チャン

0261-85-4708TEL

北安曇郡白馬村大字北城
4679-1

中
信
支
部

アイナプラン

代表者
中山　幸尋

0265-76-5338TEL

伊那市御園777番地1

南
信
支
部

石田建設㈱

代表者
石田　耕一

0265-83-4151TEL

駒ヶ根市飯坂
2丁目9番14号

南
信
支
部

新入会員紹介

事　務　局 お　し　ら　せ
からの

支部名 商号・名称

長　野
富国物産㈱長野SBC通り店

㈱アライド

上　田 ㈱ふぁいんはうす

佐　久 ㈲コテッヂデザイン

中　信 ㈱シモダイラ工務店

支部名 商号・名称
中　信 ㈲ツボイ不動産

諏　訪 パナソニックホームズ信州㈱諏訪店

南　信

㈱ヨシカワ企画サービス

㈲羽場下建設

㈱飯田まちづくりカンパニー

退会された方

ご意見・ご感想をお寄せ下さい
会員の皆様の貴重なご意見は、明日の広報誌作りの励みと
なりますので、下記まで宜しくお願いします。
　　〒380-0836　長野市南県町999-10
　　長野県宅建協会　広報啓発委員会
　　TEL 026（226）5454まで

1,422名　内支店数 94
現在の協会員数

（令和６年７月31日現在）

大王わさび農場から、安曇野わさび
街道を介し西にまっすぐ伸びる農道
沿いに咲く真っ赤なヒガンバナ。こ
の道は、四季折々の草花が咲き誇
り、JR大糸線穂高駅から徒歩や自
転車で移動する観光客の目を楽し
ませています。

「大王わさび農場近くの道路脇に植えられたヒガンバナ」
撮影者：㈱ライフワン　荒木香織

参加費は無料です。お申込方法・詳細については、今後
長野県宅建協会ホームページにてお知らせ致します。

　長野県宅建協会では一般消費者を対象とした消費者セ
ミナーを11月に下記の県下２会場にて開催致します。
　本年度は長野会場にSNSを中心に活躍されている闘う
経済アナリスト 森永康平氏、松本会場には10年間衆議
院議員を務め、現在はTVコメンテーターなどを中心に活
動されている 金子恵美氏をお招きし、日本社会・経済な
どの現況や今後の展望などを分かりやすく講演いただき
ます。

講師

■募集内容／「広報ながの宅建」の表紙となる写真で、次の項目に当てはまるものを募集します。①長野県内で撮影されたもの、②未発表・未公開の応募者本人
が撮影したオリジナル作品。①②を満たすものであればどなたでもご応募いただけます。スマートフォンで撮ったものでも構いません。1,200万画素以上（縦×ヨコ
のピクセル総数が1,200px以上）を推奨します。　■応募方法／氏名・住所・連絡先・職業・撮影場所・撮影日時等明記の上、次のいずれかの方法でご応募くだ
さい。　郵送：〒380-0836 長野県長野市南県町999-10 長野県不動産会館３階 （公社）長野県宅地建物取引業協会 事務局「広報誌表紙写真」係　メール：taku.
ken@nagano-takken.or.jp（件名に【広報誌表紙写真応募】と記入）　■締め切り／１月号（令和６年10月末日）、５月号（令和７年２月末日）※広報啓発委員会
にて選考のうえ、採用された方には事務局からご連絡いたします。　■注意事項／①応募にかかる費用はすべて応募者の負担とします。②被写体の肖像権等の権利
は応募者が事前に使用許諾・承認を得た上で応募してください。③応募作品は返却いたしません。④採用された写真は必要により、トリミング・明るさ調整等
の加工を行う場合があります。　■著作権／採用された作品は当協会で使用権を有し、印刷・出版・ホームページ掲載等に無償で使用できるものといたします。　
ご不明な点がございましたら、事務局までご連絡ください。TEL：026-226-5454

次回の宅地建物取引士法定講習会

◉12月10日㈫ �      
　 長野ターミナル会館
◉�12月11日㈬ �       

ホテルブエナビスタ
今後の講習予定

◉�令和７年３月10日㈪ �       
長野ターミナル会館

◉�令和７年３月12日㈬ �       
松本市勤労者福祉センター

令和６年度

一般消費者セミナー開催

令和6年11月2日土
15：00 〜 16：00

令和6年11月23日土
15：00 〜 16：00

ホテル国際21（長野市）

ホテルブエナビスタ（松本市）

森永　康平 氏
（株式会社マネネCEO/経済アナリスト）

金子　恵美 氏（元衆議院議員）

「日本経済の現状と展望」

「話題のニュースを読み解く
　　　　〜どうなる!?日本〜」

開催場所

開催場所

講　　師

講　　師

テ ー マ

テ ー マ

開 催 日

開 催 日

先着
150名

先着
150名

免許換え・組織替え・会員権承継等

支部名 商号又は名称 代 表 者 住　　　所 電話番号 内　　容

中　信
日本不動産投資㈱ 上嶋　徹 塩尻市大字宗賀5296番地13 0263-87-6533 知事→大臣

㈱小諸不動産商会 田中 三惠子 松本市桐2丁目1-13 0263-36-6030 個人→法人

法定講習会の受講は
ハトマークの宅建協会で

森永  康平 氏 金子  恵美 氏

長野会場

長野会場

松本会場

松本会場
Day1

Day1

Day2

Day2

表紙写真

㈱ミツヤカンパニー

代表者
舟登　佑介

0265-48-9033TEL

飯田市銀座1丁目5番地2階

南
信
支
部 諸事情により

写真掲載なし
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二
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　新年度から一般消費者セミナーが当委員会の担当となりました。このセミナーは広く宅建協会

を宣伝することと、公益事業としての側面、そして会員皆様のお客様との接点を活かせる事業と

なっているので、著名な講師に講演を依頼しました。11/2長野会場は森永康平氏、11/23松本会場は

金子恵美氏です。どちらも初めて土曜日開催にしました。是非お誘い合わせての聴講はいかがでしょうか。

　紙面の特徴は、協会新役員の紹介・ながのNEXT部会（女性部・青年部合同部会）そして「空き家等に係る

媒介報酬規制の見直し」など盛り沢山です。

　出来れば多くの会員さんや社員さんに見て頂きたいと願っています。（Ｏ.Ａ）

参考：佐久市観光協会Webサイト
https://www.sakukankou.jp/sightseeing/teishouji/

佐久市
佐久支部

木下建工㈱　木下 史朗

　貞祥寺は室町時代の大永元年

（1521年）にこの地を治めていた伴

野貞祥が父・光利の7周忌、祖父・

光信の33周忌の追善供養のために、

叔父である僧・節香徳忠を招いて建

立し開基した曹洞宗のお寺で、七堂

伽藍を備えた佐久を代表する古刹

です。「信州百寺」の一つでもあり

ます。

　入口から石段を登って行くと、左

側に「島崎藤村旧宅」がひっそりと

佇みます。当時は小諸にありました

が大正9年に前山の本間氏が自敷地

内に移転し、本間邸の一部として使

用していました。昭和47年に島崎藤村誕生100周年を

迎え、佐久市が本間氏より寄贈を受け、昭和49年に貞

祥寺境内の一隅に復元されました。縁側に座れば静寂

な貞祥寺の境内を眺められ、風情ある囲炉裏や土間は

古き良き日本家屋を堪能することができます。

　青さの際立つ美しい苔の回廊を進むと、この寺最古

の建造物である「惣門」があります。くぐると、増長

天と持国天の仁王を左右に配した茅葺の「山門」があり、これを進んで

境内の一番奥には小海町にあった神光寺から移築された「三重塔」がそ

びえ立ち、これらは県宝に指定されています。

　また、境内の一角には、先の大戦における人間魚雷「回天」の創始者で

ある仁科少佐の出身地であることから、戦没された方々への哀悼の意と、

世界平和を念じ「回天の碑」と「回天の模型」が建立されています。

　杉の大木に囲まれ、苔がむした美しい貞祥寺は、四季折々の美しさが

あり日々の散歩を楽しむ近隣住民、菩提寺への参拝、御朱印を集めるた

め立ち寄った観光客、座禅会の参加者など多くの人に愛されています。

三重塔

苔の回廊

惣門

佐久市




